
　
消
防
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
に
、消
防
組
合
か
ら
感
謝
状
を
贈

り
ま
し
た
の
で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

★
消
防
協
力
者
表
彰

　
佐
倉
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
4
年
1
月
19
日
、佐
倉
市
海

隣
寺
町
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に

お
け
る
救
急
活
動
】

　
下
村 

美
幸 
さ
ん（
写
真
上
段
右
）

　
寺
西 

幸
一 
さ
ん（
写
真
下
段
右
）

　
井
上 

恵
子 
さ
ん（
写
真
上
段
中
央
）

　
櫻
井 

慎
也 
さ
ん（
写
真
下
段
中
央
）

　
向
後 

妙
子 
さ
ん（
写
真
上
段
左
）

　
志
津
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
4
年
10
月
8
日
、佐
倉
市
西

志
津
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に
お

け
る
救
急
活
動
】

　
櫨
場 

八
裕 
さ
ん（
写
真
中
央
）

　
津
村 

結
華 
さ
ん（
写
真
左
）

　
八
街
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
4
年
6
月
27
日
、八
街
市

希
望
ヶ
丘
で
発
生
し
た
建
物
火
災

に
お
け
る
消
火
協
力
】

𠮷 

田　
香 

さ
ん（
写
真
右
）

𠮷 

田 

健
二 

さ
ん（
写
真
左
）

八
街
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
4
年
8
月
5
日
、八
街
市

東
吉
田
で
発
生
し
た
建
物
火
災
に

お
け
る
消
火
協
力
】

田
中　
実 

さ
ん（
写
真
右
）

志
賀 

佐
智
子 
さ
ん（
写
真
左
）

＊
第
50
回
消
防
救
助
技
術
関
東
地

区
指
導
会
＊

水
上
の
部【
基
本
泳
法
】

入
賞

●
大
竹 

愛

■ 

引
揚
救
助

5
人
1
組（
要
救
助
者
役
を
含

む
）で
、2
人
が
空
気
呼
吸
器
を
着

装
し
て
ス
タ
ー
ト
地
点（
塔
上
）よ

り
塔
下
に
至
り
、検
索
後
、要
救
助

者
を
救
出
し
、塔
上
の
2
人
と
協
力

し
引
揚
げ
、救
助
及
び
脱
出
す
る
ま

で
の
安
全
確
実
性
と
所
要
時
間
を

評
価
す
る
訓
練

■ 

は
し
ご
登
は
ん

自
己
確
保
の
命
綱
を
結
索
し
た

後
、垂
直
は
し
ご
を
15
メ
ー
ト
ル
登

は
ん
し
、そ
の
安
全
確
実
性
と
所
要

時
間
を
評
価
す
る
訓
練

■ 

基
本
泳
法

「
じ
ゅ
ん
か
飛
び
込
み
」で
入
水

し
た
後
、常
に
顔
が
水
面
に
出
た
状

態
で
、基
本
的
な
泳
法
で
あ
る「
ぬ

き
手
」と「
平
泳
ぎ
」で
そ
れ
ぞ
れ
25

メ
ー
ト
ル
ず
つ
泳
ぐ
水
難
救
助
の

基
本
的
な
泳
法
を
評
価
す
る
訓
練

吏
員
と
の
座
談
会
が
行
わ
れ
、消
防

業
務
に
関
す
る
不
安
や
疑
問
に
答

え
る
ほ
か
、救
急
救
命
士
と
し
て
現

場
で
の
体
験
談
、ま
た
、同
じ
大
学

や
専
門
学
校
の
卒
業
生
と
し
て
、進

路
の
話
や
雑
談
に
も
花
が
咲
き
ま

し
た
。

消
防
組
合
と
し
て
は
初
の
試
み

で
し
た
が
、県
内
外
か
ら
2
日
は
7

名
、3
日
は
23
名
の
女
子
学
生
が
参

加
し
、会
場
は
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
や

バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
の
華
や
か
な
さ
く
ら

色
の
も
と
、大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。「
初
め
て
の
放
水
体
験
で
と
て

も
い
い
経
験
に
な
っ
た
」、「
女
性
救

助
隊
の
方
と
話
が
で
き
て
よ
か
っ
た

」と
い
っ
た
声
や
、「
女
性
が
働
き
や

す
い
職
場
で
一
緒
に
働
き
た
い
と

思
っ
た
」な
ど
の
う
れ
し
い
お
言
葉

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
取
り
組
み
を
通

し
て
、女
性
消
防
吏
員
の
活
躍
推
進

の
場
を
広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
4
年
8
月
26
日
、東
京
都

立
川
市
で
開
催
さ
れ
た「
第
50
回
全

国
消
防
救
助
技
術
大
会
」陸
上
の

部「
引
揚
救
助
」の
種
目
に
て
、千
葉

県
大
会
と
関
東
地
区
指
導
会
を
勝

ち
抜
い
て
出
場
し
た
消
防
組
合
の

救
助
隊
員
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
発
揮
し
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、そ
の
他
の
種
目
に
お
い
て

も
千
葉
県
大
会
と
関
東
地
区
指
導

会
に
て
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

＊
第
50
回
全
国
消
防
救
助
技
術

大
会
＊

陸
上
の
部【
引
揚
救
助
】

入
賞

●
土
屋 

清
幸

●
森
谷 

佑
介

●
青
山 

純
士

●
川
名 

篤
磨

●
中
村 

大
佑

＊
第
47
回
消
防
救
助
技
術
千
葉
県

大
会
＊

陸
上
の
部【
は
し
ご
登
は
ん
】

第
2
位

●
根
本 
光
英

消
防
組
合
で
は
、総
務
省
消
防

庁
よ
り「
令
和
4
年
度
消
防
本
部

に
お
け
る
女
性
消
防
吏
員
活
躍
推

進
モ
デ
ル
事
業
」の
委
託
を
受
け
、

令
和
4
年
12
月
2
日
、3
日
の
2

日
間
、女
子
学
生
を
対
象
と
し
た

「
さ
く
ら
女
子
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

女
子
学
生
等
に
幅
広
く
活
躍
す

る
女
性
消
防
吏
員
と
一
緒
に
職
業

体
験
を
行
い
、消
防
業
務
に
対
す
る

理
解
や
魅
力
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
、「
さ
く
ら
」＝
優

美
・
優
雅（
花
言
葉
）を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、さ
く
ら
色
を
基
調
と
し
た
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、ホ
ー
ス
、手
袋
を
使
用
し
た

放
水
訓
練
を
は
じ
め
、さ
く
ら
の
花

の
マ
ー
ク
が
入
っ
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
、は
し
ご
車
搭
乗
体
験
を
し

た
り
、車
両
見
学
、庁
舎
見
学
等
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、消
防
組
合
の
女
性
消
防
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インターンシップを開催！ ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
4
年
1
月
、群
馬
県
高

崎
市
に
て
開
催
さ
れ
た「
第
30

回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」に
、消
防
組
合
の
救
急
救
命

士
が
発
表
演
者
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
た
め「
WEB
開
催
方
式
」に

て
発
表
を
行
い
ま
し
た
が
、配

信
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
、

2
日
間
で
延
べ
1
3
，2
6
5

件
あ
り
、消
防
組
合
の
救
急
活

動
に
関
す
る
取
組
を
全
国
に
向

け
て
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
得
た

新
た
な
知
識
や
技
術
等
を
こ
れ

か
ら
の
救
急
活
動
に
活
か
し
、

住
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
救

急
隊
員
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

各
種
研
修・訓
練
の
実
施
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施
／
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
／

令
和
４
年
災
害
発
生
状
況
／
令
和
４
年
度
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

消
防
協
力
者
表
彰
／
人
事
行
政
運
営
等
の
状
況
／
令
和
３
年
度
決
算
状
況
／

令
和
３
年
度
情
報
公
開
制
度
及
び
個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況
／

庁
舎
竣
工
の
お
知
ら
せ
他
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

全
国
救
急
隊
員

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
演
題
発
表WEB開催方式での発表状況

第
50
回
全
国
消
防
救
助
技
術

大
会
入
賞
の
ほ
か
、消
防
組
合

の
救
助
隊
員
が
大
活
躍
！

人事行政運営等の状況

令和 3 年 度 決 算 状 況

◎採用・退職者数 ◎職員数の状況について
1. 職員の任免及び職員数に関する状況について

（１）歳入

採用者数
17人

◎年次有給休暇の状況（令和3年度）
6. 職員の服務の状況について

平均使用日数
11.2

取得率
29.4%

◎育児休暇の状況（令和3年度）
4. 職員の休業の状況

男性職員
1人

女性職員
1人

退職者数
10人 （採用者数は令和3年度分、

退職者数は令和2年度分）

令和3年
388人

令和4年
392人 （各年4月1日現在）

※構成市併任職員3人を除く。

佐倉市八街市酒々井町消防組合の職員の任用、服務や勤務条件などの人事行政の運営等の状況及び職員の給与・定員管理の状況等を管内住民の皆さんにご理解いただくため、次のとおり公表します。詳しくは、消防本部総務課　℡ 043（481）1190へ

◎勤務時間の状況（令和4　年4月1日現在）
3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況について

毎日勤務職員

隔日勤務職員

開始時刻
8：30

8：30

終了時刻
17：15

8：30（翌日）

休憩時間
12：00～13：00
12：00～13：00
17：15～18：15

20：00～6：00（翌日）
＊内6時間30分

休息時間

15：00～15：15
（翌日）7：00～7：15

◎職員の分限処分の状況（令和3年度）
5. 職員の分限及び懲戒処分の状況について

（注）「分限処分」とは、職員が職務を十分に果たし得ないことに
　　ついて行う処分です。

（注）「懲戒処分」とは、職員の一定の義務違反に対する責任を問う
　　処分です。

 降　任 免　職 休　職 降　給
 0 0 3 0

◎職員の懲戒処分の状況（令和3年度）
 戒　告 減　給 停　職 免　職
 1 0 0 0

◎職員の平均給与月額等について
2. 職員の給与の状況

職　種

消　防
（注）給与月額とは、月々支給される給料（基本給）と諸手当（期末手当、勤勉手当及び退職手当を除くすべての手当）の合計をいいます。

令和3年4月1日現在 令和4年4月1日現在

42歳７月

平均給与 平均給与
月　 額
448,696円 42歳3月

平均年齢 平均年齢
給　料

331,000円
諸手当

117,696円
月　 額
444,611円

給　料
327,100円

諸手当
117,511円

科目
１ 分担金及び負担金
２ 使用料及び手数料
３ 国庫支出金
４ 県支出金
５ 財産収入

決算額（円）区分

4,318,385,695
1,236,670

0
1,084,292
1,765,343

構成比（％）

90.6
0.0
0.0
0.0
0.0

科目
６ 寄附金
７ 繰入金
８ 繰越金
９ 諸収入
10 組合債
歳入合計

決算額（円）区分

0
55,076,000
9,900,539
18,451,308
361,400,000
4,767,299,847

構成比（％）

0.0
1.2
0.2
0.4
7.6

100.0

（4）構成市町別分担金

市町名
佐倉市
八街市
酒々井町
合計

合計区分

2,642,642,631
1,206,502,073
469,240,991
4,318,385,695

常備消防費分担金 長期債償還分担金 庁舎建設費負担金

2,367,893,000
1,099,708,000
427,273,000
3,894,874,000

274,145,813
106,513,031
41,858,851
422,517,695

603,818
281,042
109,140
994,000

（２）歳出

科目
１ 議会費
２ 総務費
３ 消防費
４ 公債費
５ 予備費
歳出合計

決算額（円）区分

1,037,012
726,507

4,300,474,056
422,517,695

0
4,724,755,270

構成比（％）

0.0
0.0
91.0
9.0
0.0

100.0
（3）性質別歳出決算額

科目
　人件費
　物件費
　維持補修費
　補助費等
　公債費

決算額（円）区分

3,528,539,418
313,334,862
11,738,617
77,668,435
422,517,695

構成比（％）

74.7
6.6
0.3
1.6
8.9

科目
普通建設事業費
　  （１）補助事業費
　  （２）単独事業費
　積立金
　歳出合計

決算額（円）区分

370,951,900
0

370,951,900
4,343

4,724,755,270

構成比（％）

7.9
0.0
7.9
0.0

100.0

（単位：円）

7. 職員の研修の状況について（令和3年度）
　職員の消防業務等に関する基礎研修及び専門研修として、消防大学校、千葉県消防学校、救急振興財団などの救急救命士研修及び千葉県自治研修
センターなどの各種研修機関などを利用し、階層別、職務別研修などを実施しております。
　また、消防組合独自の職員研修として、人事評価者研修などを実施しております。
　更に、全職員を対象とした安全運転講習や職員の一般教養に関する研修会などを実施し、職員の消防、その他の分野における能力アップを目的とした
研修なども実施しております。

8. 職員の福祉及び利益の保護の状況について（令和3年度）

　安全責任者及び産業医、衛生管理者などを選任するとともに、安全関係者会議及び衛生委員会を開催して職員の安全と健康の確保、職場環境の
改善を図っております。
　また、職員の健康管理状態を把握し、健康障害や疾病の早期発見を行うための定期健康診断や産業医による職場巡視・健康相談などを実施して
おります。
　その他、災害現場での感染症予防のため、Ｂ型肝炎・破傷風などの予防接種を実施しております。

（１）職員の安全と健康に関する事業

（２）公務災害の発生状況
（３）千葉県市町村職員共済組合による福利厚生事業

概　　要：共済組合負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：出産費支給等保健事業、年金事務、各種福祉事業を実施

（４）千葉県市町村職員互助会による福利厚生事業
概　　要：互助会負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：千葉県市町村職員共済組合事業の補完的事業を実施

認定件数　5件

9. 千葉県市町村公平委員会の業務の状況について（令和3年度）
（１）勤務条件に関する措置要求の状況 該当なし
（２）不利益処分に関する不服申立ての状況 該当なし

情報公開制度
■ 実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況 （件）

※請求された公文書の主な内容…防火対象物及び火災に関する文書など
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

実施機関名

管理者
議会
監査委員
合計

請求件数

21
0
0
21

公文書件数

21
0
0
21

全部開示

6
0
0
6

部分開示

15
0
0
15

不開示

決定内容など

0
0
0
0

却下

0
0
0
0

取下げ

0
0
0
0

個人情報保護制度
■ 自己情報の開示請求件数と処理状況 （件）

※請求された公文書の主な内容…火災に関する文書
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

請求件数

2

公文書件数

2
開示
1

一部開示
1

不開示
決定内容など

0
不存在
0

取下げ
0

救急出動の増加に伴い、救急車の連続する出動や長時間に及ぶ現場活動が続
き、救急隊が消防署に戻れず、食事や水分補給及びトイレ休憩をとることができな
いケースがあります。
救急隊員の健康管理や精神的ストレスを軽減する

ため、必要に応じて病院やコンビニエンスストア等で
飲食物を購入し、公共施設を救急隊員の休憩場所等
として利用する場合があります。救急要請に対する出
動体制は維持しておりますので、皆様のご理解とご協
力をお願いします。

令和3年8月から行っていました八街消防署八
街南部出張所庁舎改築工事が完了しました。工事
期間中はご不便、ご迷惑をおかけしました。
今後も、地域住民の安心・安全を第一に考え、防
災拠点としての役割を十分に果たしてまいります。

休憩時の救急車内掲示物

救急隊員の飲食物の購入等にご理解をお願いします

八街消防署八街南部出張所庁舎竣工のお知らせ

令
和
４
年
４
月
２９
日
、第

３８
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

を
受
章
さ
れ
た
消
防
組
合
元

職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

★
瑞
宝
双
光
章

大
島 

立
美 

さ
ん

★
瑞
宝
単
光
章

榎
本 

武
雄 

さ
ん

叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令和3年度 情報公開制度及び
個人情報保護制度の実施状況
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消太をさがそう！ どこかに、このポーズのしょうぼうたいの消太     がかくれています。どこにかくれているかな？
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2ページのサーキット形式による消防活動技術訓練
（酒々井消防署）をするしゃしんの中にいるよ！



令
和
4
年
度
の
火
災
予
防

ポ
ス
タ
ー
展
は
、消
防
組
合
管

内
の
小
学
校
31
校
か
ら
526
点

の
応
募
が
あ
り
、そ
の
う
ち
52

点
が
入
賞
し
賞
状
と
賞
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。ま
た
、応
募

者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
り
ま

し
た
。ご
応
募
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
最
優
秀
賞（
ポ
ス
タ
ー
作
品
）

八
街
市
立
八
街
東
小
学
校

3
年　
目
良 

陽
香 

さ
ん

◆
消
防
長
賞

佐
倉
市
立
千
代
田
小
学
校

3
年　
渡
邉 

雄
太 

さ
ん

◆
佐
倉
防
火
安
全
協
会
長
賞

佐
倉
市
立
井
野
小
学
校

4
年　
尾
内 

隼
人 

さ
ん

◆
佐
倉
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
根
郷
小
学
校

2
年　
竹
内 

郁
人 

さ
ん

◆
志
津
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
小
竹
小
学
校

6
年　
関 

一
花 

さ
ん

◆
八
街
消
防
署
長
賞

八
街
市
立
笹
引
小
学
校

4
年　
久
保
田 
凌
輔 

さ
ん

◆
酒
々
井
消
防
署
長
賞

酒
々
井
町
立
大
室
台
小
学
校

1
年　
髙
橋 

壮
太 

さ
ん

◆
佐
倉
市
八
街
市
酒
々
井
町

　
消
防
組
合
特
別
賞

佐
倉
市
立
王
子
台
小
学
校

3
年　
永
妻 

光 

さ
ん

◆
佐
倉
防
火
安
全
協
会
特
別
賞

佐
倉
市
立
井
野
小
学
校

6
年　
尾
内 

悠
人 

さ
ん

以
上
が
特
別
賞
9
名
の
皆

さ
ん
で
す
。

こ
の
他
に
優
秀
賞
が
8
点
、

入
選
が
35
点
あ
り
ま
し
た
。お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当

た
り
、火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
り
、も
っ
て
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、高
齢
者
等
を
中

心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少

さ
せ
る
と
と
も
に
、財
産
の
損

失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

10
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い
、さ

せ
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

③
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の

そ
ば
を
離
れ
な
い
。

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清

掃
し
、不
必
要
な
プ
ラ
グ
は

抜
く
。

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め

に
、ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は

安
全
装
置
の
付
い
た
機
器
を

使
用
す
る
。

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め

に
、住
宅
用
火
災
警
報
器
を

定
期
的
に
点
検
し
、10
年
を

目
安
に
交
換
す
る
。

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め

に
、部
屋
を
整
理
整
頓
し
、寝

具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、消
火
器
等
を
設
置

し
、使
い
方
を
確
認
し
て
お

く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
は
、避
難
経
路
と
避
難

方
法
を
常
に
確
保
し
、備
え
て

お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、戸

別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、地
域
ぐ

る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

（
３
月
１
日
〜
７
日
）

お
出
か
け
は  

マ
ス
ク
戸
締
り  

火
の
用
心

【
統
一
標
語
】

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
本

震
に
よ
る
火
災
全
111
件
の
う

ち
、原
因
が
特
定
さ
れ
た
も
の

が
108
件
。そ
の
う
ち
過
半
数
が

電
気
関
係
の
出
火
で
し
た
。

地
震
が
引
き
起
こ
す
電
気
火

災
と
は
、地
震
の
揺
れ
に
伴
う

電
気
機
器
か
ら
の
出
火
や
、停

電
が
復
旧
し
た
と
き
に
発
生
す

る
火
災
の
こ
と
で
す
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、地
震

発
生
時
に
設
定
値
以
上
の
揺
れ

を
感
知
し
た
と
き
に
、ブ
レ
ー

カ
ー
や
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
の
電
気

を
自
動
的
に
止
め
る
器
具
で
す
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置

は
、不
在
時
や
ブ
レ
ー
カ
ー
を

切
っ
て
避
難
す
る
余
裕
が
な
い

場
合
に
電
気
火
災
を
防
止
す
る

有
効
な
手
段
で
す
。

令
和
４
年
度
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展

地
震
の
時
、自
動
で

電
気
を
遮
断
で
き
る

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を

つ
け
ま
し
ょ
う

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、火

災
時
に
適
切
に
作
動
す
る
よ

う
、設
置
し
た
後
も
適
切
な
維

持
管
理
が
必
要
で
す
。具
体
的

に
は
、

①
寝
室
…
就
寝
に
使
用
す
る
す

べ
て
の
部
屋
に
設
置
が
必
要

で
す
。

②
階
段
…
寝
室
が
あ
る
階
の
階

段
上
部
に
設
置
が
必
要
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

設
置
さ
れ
て

い
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

取
付
場
所

維
持
管
理
に
つ
い
て

4
つ
の
習
慣

6
つ
の
対
策

○
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
・
点
検

ひ
も
を
ひ
っ
ぱ
る
な
ど
、定
期

的
に
作
動
確
認
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
消
防
組
合
で
は
火
災
予
防
条

例
に
よ
り
、平
成
20
年
6
月

1
日
よ
り
す
べ
て
の
住
宅
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
か
ら
10

年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。

設
置
か
ら
10
年
以
上
経
過
し

て
い
る
場
合
は
、電
池
切
れ

や
本
体
内
部
の
電
子
部
品
の

劣
化
に
よ
り
火
災
を
感
知
し

な
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
た
め
、電
池
や
本
体
の
交

換
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
12
月
、新
任
救
急
救
命

士
に
対
し
集
合
教
育
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

訓
練
は
、救
急
救
命
士
が
行
う
特

定
医
療
行
為
で
あ
る
静
脈
路
確
保
及

び
薬
剤
投
与
に
関
す
る
技
術
向
上
を

主
眼
と
し
、ど
う
す
れ
ば
迅
速
か
つ
的

確
に
特
定
医
療
行
為
を
行
え
る
か
等

を
能
動
的
に
考
え
て
実
行
す
る
こ
と

に
よ
り
技
術
と
判
断
力
を
共
に
磨
く

こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
組
ま
れ
、経
験
豊
富
な
指
導
職
員
か

ら
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
新
任
救
急
救
命
士
か
ら

も
、「
思
う
よ
う
に
出
来
な
か
っ
た
と

感
じ
た
が
、指
導
職
員
や
他
の
参
加
者

か
ら
客
観
的
か
つ
積
極
的
な
意
見
を

い
た
だ
き
励
み
と
な
っ
た
。更
な
る
高

み
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

え
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。」、「
先
輩

に
早
く
追
い
つ
き
た
い
と
い
う
気
持
ち

で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。自

分
が
目
指
し
て
き
た
職
業
に
就
け
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
、こ
れ
か
ら
も
技
術

を
向
上
さ
せ
て
職
務
を
全
う
し
た
い
。

」と
い
っ
た
熱
意
あ
る
コ
メ
ン
ト
を
貰

う
こ
と
が
出
来
る
な
ど
有
意
義
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

新
任
救
急
救
命
士

         

集
合
教
育
訓
練

消
防
組
合
で
は
、地
域
の
安
心
・
安
全
を
高
い
水
準
で
守
り
、

住
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、年
間
を

通
し
て
研
修・訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
こ
れ
ら
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、今
後
の

職
員
の
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

各
種
研
修
・
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

住宅火災対応訓練（志津消防署）サーキット形式による消防活動技術訓練（酒々井消防署）

空
気
が
乾
燥
し
、強
風

が
吹
く
な
ど
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
に
備
え
、住

宅
火
災
対
応
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

訓
練
は
、志
津
消
防
署

庁
舎
を
木
造
2
階
建
住

宅
と
見
立
て
、2
階
か
ら

出
火
、要
救
助
者
1
名
と

の
想
定
で
、志
津
消
防
署

隊
が
建
物
2
階
の
消
火
活

動
及
び
、要
救
助
者
の
救

出
活
動
の
実
施
。志
津
南

出
張
所
隊
が
建
物
1
階
の

屋
内
検
索
活
動
を
実
施

す
る
な
ど
実
際
の
建
物
火

災
と
同
じ
手
順
で
活
動
し

ま
し
た
。

2
日
間
の
訓
練
で
25
名

の
隊
員
が
参
加
し
、訓
練

終
了
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
お
い
て
も
活
発
な
意
見

交
換
が
さ
れ
る
な
ど
技
術

向
上
に
関
す
る
確
認
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

酒
々
井
消
防
署
で
は
、

令
和
4
年
9
月
に
消
防
活

動
技
術
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

訓
練
は
、実
際
の
火
災

現
場
と
同
様
の
装
備
を
着

装
し
、ロ
ー
プ
の
結
索
、消

防
用
ホ
ー
ス
の
延
長
、三

連
は
し
ご
を
高
所
へ
架
け

進
入
す
る
と
い
っ
た
、一
つ

一
つ
の
基
礎
技
術
を
サ
ー

キ
ッ
ト
形
式
で
行
い
、競
い

合
い
な
が
ら
、消
防
隊
員

に
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
技

術・体
力・精
神
力
の
習
熟

を
高
め
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
隊
員
が
安

全
・
確
実
・
迅
速
に
行
う
た

め
に
創
意
工
夫
す
る
な

ど
、技
術
だ
け
で
な
く
士

気
の
向
上
に
も
繋
が
り
ま

し
た
。

令
和
4
年
11
月
6
日
及

び
12
月
11
日
、八
街
市
に

あ
る
大
同
産
業
株
式
会
社

の
施
設
を
借
用
し
、令
和

4
年
度
高
度
救
助
技
術
教

育
訓
練
の
一
環
と
し
て
、

U
S
A
R
の
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

U
S
A
R
と
は
都
市
型
検

索
救
助
技
術（
U
r
b
a
n 

S
e
a
r
c
h 

A
n
d 

R
e
s
c
u
e
）の
略
で

大
地
震
な
ど
倒
壊
し
た
耐

火
建
造
物
の
が
れ
き
の
下

に
い
る
生
存
者
の
位
置
の

特
定
か
ら
救
出
ま
で
の
一

連
の
活
動
を
示
し
ま
す
。

都
市
型
検
索
救
助
技
術
は

国
際
的
に
も
標
準
的
な
技

術
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お

り
、特
に
震
災
国
で
あ
る

日
本
の
消
防
組
織
に
と
っ

て
は
欠
か
せ
な
い
救
助
技

術
と
な
っ
て
い
ま
す
。

訓
練
内
容
と
し
て
は

「
耐
火
建
造
物
2
階
建
て
一

般
住
宅
が
地
震
に
よ
り
若

干
の
間
隙
を
残
し
倒
壊
、

建
物
内
に
要
救
助
者
が
取

り
残
さ
れ
て
い
る
」と
い
っ

た
想
定
の
下
、U
S
A
R

を
用
い
て
要
救
助
者
の
検

索
か
ら
救
出
ま
で
の
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
大
同
産

業
株
式
会
社
の
全
面
的
な

協
力
を
得
て
、非
常
に
過

酷
で
複
雑
な
環
境
下
で
の

訓
練
が
で
き
、よ
り
実
践

的
に
倒
壊
建
造
物
か
ら
の

要
救
助
者
の
検
索
及
び
救

出
訓
練
を
行
う
こ
と
が
で

き
、そ
の
中
で
救
出
計
画

を
立
て
、あ
ら
ゆ
る
資
機

材
を
駆
使
し
、よ
り
良
い

手
法
を
追
求
し
た
訓
練
は

隊
員
に
と
っ
て
非
常
に
大

き
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。今
後
も
管
轄
地
域
に

密
着
し
た
訓
練
を
実
施

し
、高
度
な
知
識
、技
術
を

身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

職
員
層
の
若
年
化
に
伴

い
、こ
れ
か
ら
隊
長
職
を
す

る
可
能
性
の
あ
る
職
員
を

対
象
と
し
た
中
小
隊
長
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。こ

の
訓
練
は
、火
災
出
動
時

に
先
着
消
防
隊
と
し
て
指

令
セ
ン
タ
ー
や
指
揮
隊
へ

の
報
告
要
領
や
、後
続
隊

と
の
連
携
を
強
化
、現
場

指
揮
要
領
を
習
熟
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、よ
り
良

い
現
場
活
動
を
す
る
た
め

指
揮
指
令
課
が
主
体
と

な
っ
て
実
施
し
た
も
の
で

す
。参
加
対
象
者
は
、各
消

防
署
、出
張
所
か
ら
中
小

隊
長
研
修
者
18
名
、機
関

員
や
隊
員
役
と
し
て
18
名

を
選
出
し
、合
計
36
名
で

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
4
年
6
月
か
ら
約
4

か
月
間
に
お
よ
ぶ
期
間
に

お
い
て
、オ
ン
デ
マ
ン
ド
方

式
に
よ
る
現
場
指
揮
、指

揮
要
領
な
ど
の
座
学
研

修
、指
揮
隊
の
基
本
活
動

要
領
を
習
得
す
る
た
め
の

指
揮
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

訓
練
及
び
火
災
現
場
指
揮

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

研
修
終
了
後
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

は
、「
火
災
現
場
の
実
態
把

握
、無
線
報
告
、活
動
指
示

等
の
難
し
さ
を
痛
感
し

た
。」、「
現
場
指
揮
活
動
の

習
熟
を
図
る
こ
と
で
、今

後
の
災
害
活
動
に
役
立
て

て
い
き
た
い
。」な
ど
の
感

想
が
述
べ
ら
れ
、効
果
的
な

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

中
小
隊
長
研
修

震
災
想
定
訓
練

（
１
月
か
ら
12
月
末
）

令
和
4
年
災
害
発
生
状
況

火
災
発
生
状
況

火
災
発
生
状
況
は
97
件

で
、火
災
種
別
ご
と
の
発
生
件

数
は
、建
物
火
災
が
36
件
、そ

の
他
火
災
が
46
件
、車
両
火

災
が
10
件
、林
野
火
災
が
5

件
で
す
。

出
火
原
因
別
で
み
る
と
一

番
多
い
の
が
、「
電
気
関
係
」

が
22
件
、「
た
き
火
」で
発
生

し
た
火
災
が
18
件
、次
い
で

「
放
火（
疑
い
含
む
）」が
14

件
、「
た
ば
こ
」が
12
件
、と

な
っ
て
い
ま
す
。

電
気
を
正
し
く
安
全
に
使

い
、火
災
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

救
急・救
助
活
動
状
況

救
急
出
動
件
数
は
１
５
，１

８
０
件
で
、前
年
と
比
較
し
て

２
，６
５
０
件
の
増
加
で
あ

り
、構
成
市
町
別
に
み
る
と
佐

倉
市
が
９
，８
５
３
件
で
１
，

９
８
７
件
の
増
加
、八
街
市
が

４
，２
０
５
件
で
４７９
件
の
増

加
、酒
々
井
町
が
１
，１
２
２

件
で
１８４
件
の
増
加
で
す
。

事
故
種
別
で
は「
急
病
」が

最
も
多
く
１
０
，５
３
６
件
、

次
い
で「
一
般
負
傷
」が
２
，１

０
４
件
、「
転
院
搬
送
」が
９４６

件
で
す
。

救
助
出
動
件
数
は
１７４
件
で

前
年
と
比
較
し
て
２
件
の
減

少
で
あ
り
、構
成
市
町
別
に
み

る
と
佐
倉
市
が
114
件
、八
街

市
が
４９
件
、酒
々
井
町
が
11

件
で
す
。

電気関係
22件

たき火
18件

放火
（疑い含む）
14件

たばこ
12件

その他
26件

不明・調査中 5件

出火原因別件数 火災発生件数

救急出動件数

建物 林野 車両 その他
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令
和
4
年
度
の
火
災
予
防

ポ
ス
タ
ー
展
は
、消
防
組
合
管

内
の
小
学
校
31
校
か
ら
526
点

の
応
募
が
あ
り
、そ
の
う
ち
52

点
が
入
賞
し
賞
状
と
賞
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。ま
た
、応
募

者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
り
ま

し
た
。ご
応
募
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
最
優
秀
賞（
ポ
ス
タ
ー
作
品
）

八
街
市
立
八
街
東
小
学
校

3
年　
目
良 

陽
香 

さ
ん

◆
消
防
長
賞

佐
倉
市
立
千
代
田
小
学
校

3
年　
渡
邉 

雄
太 

さ
ん

◆
佐
倉
防
火
安
全
協
会
長
賞

佐
倉
市
立
井
野
小
学
校

4
年　
尾
内 

隼
人 

さ
ん

◆
佐
倉
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
根
郷
小
学
校

2
年　
竹
内 

郁
人 

さ
ん

◆
志
津
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
小
竹
小
学
校

6
年　
関 

一
花 

さ
ん

◆
八
街
消
防
署
長
賞

八
街
市
立
笹
引
小
学
校

4
年　
久
保
田 

凌
輔 

さ
ん

◆
酒
々
井
消
防
署
長
賞

酒
々
井
町
立
大
室
台
小
学
校

1
年　
髙
橋 

壮
太 

さ
ん

◆
佐
倉
市
八
街
市
酒
々
井
町

　
消
防
組
合
特
別
賞

佐
倉
市
立
王
子
台
小
学
校

3
年　
永
妻 

光 

さ
ん

◆
佐
倉
防
火
安
全
協
会
特
別
賞

佐
倉
市
立
井
野
小
学
校

6
年　
尾
内 

悠
人 

さ
ん

以
上
が
特
別
賞
9
名
の
皆

さ
ん
で
す
。

こ
の
他
に
優
秀
賞
が
8
点
、

入
選
が
35
点
あ
り
ま
し
た
。お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当

た
り
、火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
り
、も
っ
て
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、高
齢
者
等
を
中

心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少

さ
せ
る
と
と
も
に
、財
産
の
損

失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

10
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い
、さ

せ
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

③
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の

そ
ば
を
離
れ
な
い
。

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清

掃
し
、不
必
要
な
プ
ラ
グ
は

抜
く
。

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め

に
、ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は

安
全
装
置
の
付
い
た
機
器
を

使
用
す
る
。

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め

に
、住
宅
用
火
災
警
報
器
を

定
期
的
に
点
検
し
、10
年
を

目
安
に
交
換
す
る
。

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め

に
、部
屋
を
整
理
整
頓
し
、寝

具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、消
火
器
等
を
設
置

し
、使
い
方
を
確
認
し
て
お

く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
は
、避
難
経
路
と
避
難

方
法
を
常
に
確
保
し
、備
え
て

お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、戸

別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、地
域
ぐ

る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

（
３
月
１
日
〜
７
日
）

お
出
か
け
は  

マ
ス
ク
戸
締
り  

火
の
用
心

【
統
一
標
語
】

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
本

震
に
よ
る
火
災
全
111
件
の
う

ち
、原
因
が
特
定
さ
れ
た
も
の

が
108
件
。そ
の
う
ち
過
半
数
が

電
気
関
係
の
出
火
で
し
た
。

地
震
が
引
き
起
こ
す
電
気
火

災
と
は
、地
震
の
揺
れ
に
伴
う

電
気
機
器
か
ら
の
出
火
や
、停

電
が
復
旧
し
た
と
き
に
発
生
す

る
火
災
の
こ
と
で
す
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、地
震

発
生
時
に
設
定
値
以
上
の
揺
れ

を
感
知
し
た
と
き
に
、ブ
レ
ー

カ
ー
や
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
の
電
気

を
自
動
的
に
止
め
る
器
具
で
す
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置

は
、不
在
時
や
ブ
レ
ー
カ
ー
を

切
っ
て
避
難
す
る
余
裕
が
な
い

場
合
に
電
気
火
災
を
防
止
す
る

有
効
な
手
段
で
す
。

令
和
４
年
度
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展

地
震
の
時
、自
動
で

電
気
を
遮
断
で
き
る

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を

つ
け
ま
し
ょ
う

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、火

災
時
に
適
切
に
作
動
す
る
よ

う
、設
置
し
た
後
も
適
切
な
維

持
管
理
が
必
要
で
す
。具
体
的

に
は
、

①
寝
室
…
就
寝
に
使
用
す
る
す

べ
て
の
部
屋
に
設
置
が
必
要

で
す
。

②
階
段
…
寝
室
が
あ
る
階
の
階

段
上
部
に
設
置
が
必
要
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

設
置
さ
れ
て

い
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

取
付
場
所

維
持
管
理
に
つ
い
て

4
つ
の
習
慣

6
つ
の
対
策

○
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
・
点
検

ひ
も
を
ひ
っ
ぱ
る
な
ど
、定
期

的
に
作
動
確
認
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
消
防
組
合
で
は
火
災
予
防
条

例
に
よ
り
、平
成
20
年
6
月

1
日
よ
り
す
べ
て
の
住
宅
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
か
ら
10

年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。

設
置
か
ら
10
年
以
上
経
過
し

て
い
る
場
合
は
、電
池
切
れ

や
本
体
内
部
の
電
子
部
品
の

劣
化
に
よ
り
火
災
を
感
知
し

な
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
た
め
、電
池
や
本
体
の
交

換
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
12
月
、新
任
救
急
救
命

士
に
対
し
集
合
教
育
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

訓
練
は
、救
急
救
命
士
が
行
う
特

定
医
療
行
為
で
あ
る
静
脈
路
確
保
及

び
薬
剤
投
与
に
関
す
る
技
術
向
上
を

主
眼
と
し
、ど
う
す
れ
ば
迅
速
か
つ
的

確
に
特
定
医
療
行
為
を
行
え
る
か
等

を
能
動
的
に
考
え
て
実
行
す
る
こ
と

に
よ
り
技
術
と
判
断
力
を
共
に
磨
く

こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
組
ま
れ
、経
験
豊
富
な
指
導
職
員
か

ら
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
新
任
救
急
救
命
士
か
ら

も
、「
思
う
よ
う
に
出
来
な
か
っ
た
と

感
じ
た
が
、指
導
職
員
や
他
の
参
加
者

か
ら
客
観
的
か
つ
積
極
的
な
意
見
を

い
た
だ
き
励
み
と
な
っ
た
。更
な
る
高

み
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

え
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。」、「
先
輩

に
早
く
追
い
つ
き
た
い
と
い
う
気
持
ち

で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。自

分
が
目
指
し
て
き
た
職
業
に
就
け
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
、こ
れ
か
ら
も
技
術

を
向
上
さ
せ
て
職
務
を
全
う
し
た
い
。

」と
い
っ
た
熱
意
あ
る
コ
メ
ン
ト
を
貰

う
こ
と
が
出
来
る
な
ど
有
意
義
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

新
任
救
急
救
命
士

         

集
合
教
育
訓
練

消
防
組
合
で
は
、地
域
の
安
心
・
安
全
を
高
い
水
準
で
守
り
、

住
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、年
間
を

通
し
て
研
修・訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
こ
れ
ら
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、今
後
の

職
員
の
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

各
種
研
修
・
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

住宅火災対応訓練（志津消防署）サーキット形式による消防活動技術訓練（酒々井消防署）

空
気
が
乾
燥
し
、強
風

が
吹
く
な
ど
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
に
備
え
、住

宅
火
災
対
応
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

訓
練
は
、志
津
消
防
署

庁
舎
を
木
造
2
階
建
住

宅
と
見
立
て
、2
階
か
ら

出
火
、要
救
助
者
1
名
と

の
想
定
で
、志
津
消
防
署

隊
が
建
物
2
階
の
消
火
活

動
及
び
、要
救
助
者
の
救

出
活
動
の
実
施
。志
津
南

出
張
所
隊
が
建
物
1
階
の

屋
内
検
索
活
動
を
実
施

す
る
な
ど
実
際
の
建
物
火

災
と
同
じ
手
順
で
活
動
し

ま
し
た
。

2
日
間
の
訓
練
で
25
名

の
隊
員
が
参
加
し
、訓
練

終
了
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
お
い
て
も
活
発
な
意
見

交
換
が
さ
れ
る
な
ど
技
術

向
上
に
関
す
る
確
認
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

酒
々
井
消
防
署
で
は
、

令
和
4
年
9
月
に
消
防
活

動
技
術
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

訓
練
は
、実
際
の
火
災

現
場
と
同
様
の
装
備
を
着

装
し
、ロ
ー
プ
の
結
索
、消

防
用
ホ
ー
ス
の
延
長
、三

連
は
し
ご
を
高
所
へ
架
け

進
入
す
る
と
い
っ
た
、一
つ

一
つ
の
基
礎
技
術
を
サ
ー

キ
ッ
ト
形
式
で
行
い
、競
い

合
い
な
が
ら
、消
防
隊
員

に
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
技

術・体
力・精
神
力
の
習
熟

を
高
め
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
隊
員
が
安

全
・
確
実
・
迅
速
に
行
う
た

め
に
創
意
工
夫
す
る
な

ど
、技
術
だ
け
で
な
く
士

気
の
向
上
に
も
繋
が
り
ま

し
た
。

令
和
4
年
11
月
6
日
及

び
12
月
11
日
、八
街
市
に

あ
る
大
同
産
業
株
式
会
社

の
施
設
を
借
用
し
、令
和

4
年
度
高
度
救
助
技
術
教

育
訓
練
の
一
環
と
し
て
、

U
S
A
R
の
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

U
S
A
R
と
は
都
市
型
検

索
救
助
技
術（
U
r
b
a
n 

S
e
a
r
c
h 

A
n
d 

R
e
s
c
u
e
）の
略
で

大
地
震
な
ど
倒
壊
し
た
耐

火
建
造
物
の
が
れ
き
の
下

に
い
る
生
存
者
の
位
置
の

特
定
か
ら
救
出
ま
で
の
一

連
の
活
動
を
示
し
ま
す
。

都
市
型
検
索
救
助
技
術
は

国
際
的
に
も
標
準
的
な
技

術
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お

り
、特
に
震
災
国
で
あ
る

日
本
の
消
防
組
織
に
と
っ

て
は
欠
か
せ
な
い
救
助
技

術
と
な
っ
て
い
ま
す
。

訓
練
内
容
と
し
て
は

「
耐
火
建
造
物
2
階
建
て
一

般
住
宅
が
地
震
に
よ
り
若

干
の
間
隙
を
残
し
倒
壊
、

建
物
内
に
要
救
助
者
が
取

り
残
さ
れ
て
い
る
」と
い
っ

た
想
定
の
下
、U
S
A
R

を
用
い
て
要
救
助
者
の
検

索
か
ら
救
出
ま
で
の
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
大
同
産

業
株
式
会
社
の
全
面
的
な

協
力
を
得
て
、非
常
に
過

酷
で
複
雑
な
環
境
下
で
の

訓
練
が
で
き
、よ
り
実
践

的
に
倒
壊
建
造
物
か
ら
の

要
救
助
者
の
検
索
及
び
救

出
訓
練
を
行
う
こ
と
が
で

き
、そ
の
中
で
救
出
計
画

を
立
て
、あ
ら
ゆ
る
資
機

材
を
駆
使
し
、よ
り
良
い

手
法
を
追
求
し
た
訓
練
は

隊
員
に
と
っ
て
非
常
に
大

き
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。今
後
も
管
轄
地
域
に

密
着
し
た
訓
練
を
実
施

し
、高
度
な
知
識
、技
術
を

身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

職
員
層
の
若
年
化
に
伴

い
、こ
れ
か
ら
隊
長
職
を
す

る
可
能
性
の
あ
る
職
員
を

対
象
と
し
た
中
小
隊
長
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。こ

の
訓
練
は
、火
災
出
動
時

に
先
着
消
防
隊
と
し
て
指

令
セ
ン
タ
ー
や
指
揮
隊
へ

の
報
告
要
領
や
、後
続
隊

と
の
連
携
を
強
化
、現
場

指
揮
要
領
を
習
熟
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、よ
り
良

い
現
場
活
動
を
す
る
た
め

指
揮
指
令
課
が
主
体
と

な
っ
て
実
施
し
た
も
の
で

す
。参
加
対
象
者
は
、各
消

防
署
、出
張
所
か
ら
中
小

隊
長
研
修
者
18
名
、機
関

員
や
隊
員
役
と
し
て
18
名

を
選
出
し
、合
計
36
名
で

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
4
年
6
月
か
ら
約
4

か
月
間
に
お
よ
ぶ
期
間
に

お
い
て
、オ
ン
デ
マ
ン
ド
方

式
に
よ
る
現
場
指
揮
、指

揮
要
領
な
ど
の
座
学
研

修
、指
揮
隊
の
基
本
活
動

要
領
を
習
得
す
る
た
め
の

指
揮
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

訓
練
及
び
火
災
現
場
指
揮

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

研
修
終
了
後
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

は
、「
火
災
現
場
の
実
態
把

握
、無
線
報
告
、活
動
指
示

等
の
難
し
さ
を
痛
感
し

た
。」、「
現
場
指
揮
活
動
の

習
熟
を
図
る
こ
と
で
、今

後
の
災
害
活
動
に
役
立
て

て
い
き
た
い
。」な
ど
の
感

想
が
述
べ
ら
れ
、効
果
的
な

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

中
小
隊
長
研
修

震
災
想
定
訓
練

（
１
月
か
ら
12
月
末
）

令
和
4
年
災
害
発
生
状
況

火
災
発
生
状
況

火
災
発
生
状
況
は
97
件

で
、火
災
種
別
ご
と
の
発
生
件

数
は
、建
物
火
災
が
36
件
、そ

の
他
火
災
が
46
件
、車
両
火

災
が
10
件
、林
野
火
災
が
5

件
で
す
。

出
火
原
因
別
で
み
る
と
一

番
多
い
の
が
、「
電
気
関
係
」

が
22
件
、「
た
き
火
」で
発
生

し
た
火
災
が
18
件
、次
い
で

「
放
火（
疑
い
含
む
）」が
14

件
、「
た
ば
こ
」が
12
件
、と

な
っ
て
い
ま
す
。

電
気
を
正
し
く
安
全
に
使

い
、火
災
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

救
急・救
助
活
動
状
況

救
急
出
動
件
数
は
１
５
，１

８
０
件
で
、前
年
と
比
較
し
て

２
，６
５
０
件
の
増
加
で
あ

り
、構
成
市
町
別
に
み
る
と
佐

倉
市
が
９
，８
５
３
件
で
１
，

９
８
７
件
の
増
加
、八
街
市
が

４
，２
０
５
件
で
４７９
件
の
増

加
、酒
々
井
町
が
１
，１
２
２

件
で
１８４
件
の
増
加
で
す
。

事
故
種
別
で
は「
急
病
」が

最
も
多
く
１
０
，５
３
６
件
、

次
い
で「
一
般
負
傷
」が
２
，１

０
４
件
、「
転
院
搬
送
」が
９４６

件
で
す
。

救
助
出
動
件
数
は
１７４
件
で

前
年
と
比
較
し
て
２
件
の
減

少
で
あ
り
、構
成
市
町
別
に
み

る
と
佐
倉
市
が
114
件
、八
街

市
が
４９
件
、酒
々
井
町
が
11

件
で
す
。

電気関係
22件

たき火
18件

放火
（疑い含む）
14件

たばこ
12件

その他
26件

不明・調査中 5件

出火原因別件数 火災発生件数

救急出動件数

建物 林野 車両 その他
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消
防
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
に
、消
防
組
合
か
ら
感
謝
状
を
贈

り
ま
し
た
の
で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

★
消
防
協
力
者
表
彰

　
佐
倉
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
4
年
1
月
19
日
、佐
倉
市
海

隣
寺
町
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に

お
け
る
救
急
活
動
】

　
下
村 

美
幸 
さ
ん（
写
真
上
段
右
）

　
寺
西 

幸
一 
さ
ん（
写
真
下
段
右
）

　
井
上 

恵
子 
さ
ん（
写
真
上
段
中
央
）

　
櫻
井 

慎
也 
さ
ん（
写
真
下
段
中
央
）

　
向
後 

妙
子 
さ
ん（
写
真
上
段
左
）

　
志
津
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
4
年
10
月
8
日
、佐
倉
市
西

志
津
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に
お

け
る
救
急
活
動
】

　
櫨
場 

八
裕 
さ
ん（
写
真
中
央
）

　
津
村 

結
華 
さ
ん（
写
真
左
）

　
八
街
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
4
年
6
月
27
日
、八
街
市

希
望
ヶ
丘
で
発
生
し
た
建
物
火
災

に
お
け
る
消
火
協
力
】

𠮷 

田　
香 

さ
ん（
写
真
右
）

𠮷 

田 

健
二 

さ
ん（
写
真
左
）

八
街
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
4
年
8
月
5
日
、八
街
市

東
吉
田
で
発
生
し
た
建
物
火
災
に

お
け
る
消
火
協
力
】

田
中　
実 

さ
ん（
写
真
右
）

志
賀 

佐
智
子 
さ
ん（
写
真
左
）

＊
第
50
回
消
防
救
助
技
術
関
東
地

区
指
導
会
＊

水
上
の
部【
基
本
泳
法
】

入
賞

●
大
竹 

愛

■ 

引
揚
救
助

5
人
1
組（
要
救
助
者
役
を
含

む
）で
、2
人
が
空
気
呼
吸
器
を
着

装
し
て
ス
タ
ー
ト
地
点（
塔
上
）よ

り
塔
下
に
至
り
、検
索
後
、要
救
助

者
を
救
出
し
、塔
上
の
2
人
と
協
力

し
引
揚
げ
、救
助
及
び
脱
出
す
る
ま

で
の
安
全
確
実
性
と
所
要
時
間
を

評
価
す
る
訓
練

■ 

は
し
ご
登
は
ん

自
己
確
保
の
命
綱
を
結
索
し
た

後
、垂
直
は
し
ご
を
15
メ
ー
ト
ル
登

は
ん
し
、そ
の
安
全
確
実
性
と
所
要

時
間
を
評
価
す
る
訓
練

■ 

基
本
泳
法

「
じ
ゅ
ん
か
飛
び
込
み
」で
入
水

し
た
後
、常
に
顔
が
水
面
に
出
た
状

態
で
、基
本
的
な
泳
法
で
あ
る「
ぬ

き
手
」と「
平
泳
ぎ
」で
そ
れ
ぞ
れ
25

メ
ー
ト
ル
ず
つ
泳
ぐ
水
難
救
助
の

基
本
的
な
泳
法
を
評
価
す
る
訓
練

吏
員
と
の
座
談
会
が
行
わ
れ
、消
防

業
務
に
関
す
る
不
安
や
疑
問
に
答

え
る
ほ
か
、救
急
救
命
士
と
し
て
現

場
で
の
体
験
談
、ま
た
、同
じ
大
学

や
専
門
学
校
の
卒
業
生
と
し
て
、進

路
の
話
や
雑
談
に
も
花
が
咲
き
ま

し
た
。

消
防
組
合
と
し
て
は
初
の
試
み

で
し
た
が
、県
内
外
か
ら
2
日
は
7

名
、3
日
は
23
名
の
女
子
学
生
が
参

加
し
、会
場
は
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
や

バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
の
華
や
か
な
さ
く
ら

色
の
も
と
、大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。「
初
め
て
の
放
水
体
験
で
と
て

も
い
い
経
験
に
な
っ
た
」、「
女
性
救

助
隊
の
方
と
話
が
で
き
て
よ
か
っ
た

」と
い
っ
た
声
や
、「
女
性
が
働
き
や

す
い
職
場
で
一
緒
に
働
き
た
い
と

思
っ
た
」な
ど
の
う
れ
し
い
お
言
葉

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
取
り
組
み
を
通

し
て
、女
性
消
防
吏
員
の
活
躍
推
進

の
場
を
広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
4
年
8
月
26
日
、東
京
都

立
川
市
で
開
催
さ
れ
た「
第
50
回
全

国
消
防
救
助
技
術
大
会
」陸
上
の

部「
引
揚
救
助
」の
種
目
に
て
、千
葉

県
大
会
と
関
東
地
区
指
導
会
を
勝

ち
抜
い
て
出
場
し
た
消
防
組
合
の

救
助
隊
員
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
発
揮
し
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、そ
の
他
の
種
目
に
お
い
て

も
千
葉
県
大
会
と
関
東
地
区
指
導

会
に
て
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

＊
第
50
回
全
国
消
防
救
助
技
術

大
会
＊

陸
上
の
部【
引
揚
救
助
】

入
賞

●
土
屋 

清
幸

●
森
谷 

佑
介

●
青
山 

純
士

●
川
名 

篤
磨

●
中
村 

大
佑

＊
第
47
回
消
防
救
助
技
術
千
葉
県

大
会
＊

陸
上
の
部【
は
し
ご
登
は
ん
】

第
2
位

●
根
本 

光
英

消
防
組
合
で
は
、総
務
省
消
防

庁
よ
り「
令
和
4
年
度
消
防
本
部

に
お
け
る
女
性
消
防
吏
員
活
躍
推

進
モ
デ
ル
事
業
」の
委
託
を
受
け
、

令
和
4
年
12
月
2
日
、3
日
の
2

日
間
、女
子
学
生
を
対
象
と
し
た

「
さ
く
ら
女
子
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

女
子
学
生
等
に
幅
広
く
活
躍
す

る
女
性
消
防
吏
員
と
一
緒
に
職
業

体
験
を
行
い
、消
防
業
務
に
対
す
る

理
解
や
魅
力
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
、「
さ
く
ら
」＝
優

美
・
優
雅（
花
言
葉
）を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、さ
く
ら
色
を
基
調
と
し
た
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、ホ
ー
ス
、手
袋
を
使
用
し
た

放
水
訓
練
を
は
じ
め
、さ
く
ら
の
花

の
マ
ー
ク
が
入
っ
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
、は
し
ご
車
搭
乗
体
験
を
し

た
り
、車
両
見
学
、庁
舎
見
学
等
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、消
防
組
合
の
女
性
消
防
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インターンシップを開催！ ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
4
年
1
月
、群
馬
県
高

崎
市
に
て
開
催
さ
れ
た「
第
30

回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」に
、消
防
組
合
の
救
急
救
命

士
が
発
表
演
者
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
た
め「
WEB
開
催
方
式
」に

て
発
表
を
行
い
ま
し
た
が
、配

信
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
、

2
日
間
で
延
べ
1
3
，2
6
5

件
あ
り
、消
防
組
合
の
救
急
活

動
に
関
す
る
取
組
を
全
国
に
向

け
て
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
得
た

新
た
な
知
識
や
技
術
等
を
こ
れ

か
ら
の
救
急
活
動
に
活
か
し
、

住
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
救

急
隊
員
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

各
種
研
修・訓
練
の
実
施
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施
／
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
／

令
和
４
年
災
害
発
生
状
況
／
令
和
４
年
度
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

消
防
協
力
者
表
彰
／
人
事
行
政
運
営
等
の
状
況
／
令
和
３
年
度
決
算
状
況
／

令
和
３
年
度
情
報
公
開
制
度
及
び
個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況
／

庁
舎
竣
工
の
お
知
ら
せ
他
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

全
国
救
急
隊
員

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
演
題
発
表WEB開催方式での発表状況

第
50
回
全
国
消
防
救
助
技
術

大
会
入
賞
の
ほ
か
、消
防
組
合

の
救
助
隊
員
が
大
活
躍
！

人事行政運営等の状況

令和 3 年 度 決 算 状 況

◎採用・退職者数 ◎職員数の状況について
1. 職員の任免及び職員数に関する状況について

（１）歳入

採用者数
17人

◎年次有給休暇の状況（令和3年度）
6. 職員の服務の状況について

平均使用日数
11.2

取得率
29.4%

◎育児休暇の状況（令和3年度）
4. 職員の休業の状況

男性職員
1人

女性職員
1人

退職者数
10人 （採用者数は令和3年度分、

退職者数は令和2年度分）

令和3年
388人

令和4年
392人 （各年4月1日現在）

※構成市併任職員3人を除く。

佐倉市八街市酒々井町消防組合の職員の任用、服務や勤務条件などの人事行政の運営等の状況及び職員の給与・定員管理の状況等を管内住民の皆さんにご理解いただくため、次のとおり公表します。詳しくは、消防本部総務課　℡ 043（481）1190へ

◎勤務時間の状況（令和4　年4月1日現在）
3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況について

毎日勤務職員

隔日勤務職員

開始時刻
8：30

8：30

終了時刻
17：15

8：30（翌日）

休憩時間
12：00～13：00
12：00～13：00
17：15～18：15

20：00～6：00（翌日）
＊内6時間30分

休息時間

15：00～15：15
（翌日）7：00～7：15

◎職員の分限処分の状況（令和3年度）
5. 職員の分限及び懲戒処分の状況について

（注）「分限処分」とは、職員が職務を十分に果たし得ないことに
　　ついて行う処分です。

（注）「懲戒処分」とは、職員の一定の義務違反に対する責任を問う
　　処分です。

 降　任 免　職 休　職 降　給
 0 0 3 0

◎職員の懲戒処分の状況（令和3年度）
 戒　告 減　給 停　職 免　職
 1 0 0 0

◎職員の平均給与月額等について
2. 職員の給与の状況

職　種

消　防
（注）給与月額とは、月々支給される給料（基本給）と諸手当（期末手当、勤勉手当及び退職手当を除くすべての手当）の合計をいいます。

令和3年4月1日現在 令和4年4月1日現在

42歳７月

平均給与 平均給与
月　 額
448,696円 42歳3月

平均年齢 平均年齢
給　料

331,000円
諸手当

117,696円
月　 額
444,611円

給　料
327,100円

諸手当
117,511円

科目
１ 分担金及び負担金
２ 使用料及び手数料
３ 国庫支出金
４ 県支出金
５ 財産収入

決算額（円）区分

4,318,385,695
1,236,670

0
1,084,292
1,765,343

構成比（％）

90.6
0.0
0.0
0.0
0.0

科目
６ 寄附金
７ 繰入金
８ 繰越金
９ 諸収入
10 組合債
歳入合計

決算額（円）区分

0
55,076,000
9,900,539
18,451,308
361,400,000
4,767,299,847

構成比（％）

0.0
1.2
0.2
0.4
7.6

100.0

（4）構成市町別分担金

市町名
佐倉市
八街市
酒々井町
合計

合計区分

2,642,642,631
1,206,502,073
469,240,991
4,318,385,695

常備消防費分担金 長期債償還分担金 庁舎建設費負担金

2,367,893,000
1,099,708,000
427,273,000
3,894,874,000

274,145,813
106,513,031
41,858,851
422,517,695

603,818
281,042
109,140
994,000

（２）歳出

科目
１ 議会費
２ 総務費
３ 消防費
４ 公債費
５ 予備費
歳出合計

決算額（円）区分

1,037,012
726,507

4,300,474,056
422,517,695

0
4,724,755,270

構成比（％）

0.0
0.0
91.0
9.0
0.0

100.0
（3）性質別歳出決算額

科目
　人件費
　物件費
　維持補修費
　補助費等
　公債費

決算額（円）区分

3,528,539,418
313,334,862
11,738,617
77,668,435
422,517,695

構成比（％）

74.7
6.6
0.3
1.6
8.9

科目
普通建設事業費
　  （１）補助事業費
　  （２）単独事業費
　積立金
　歳出合計

決算額（円）区分

370,951,900
0

370,951,900
4,343

4,724,755,270

構成比（％）

7.9
0.0
7.9
0.0

100.0

（単位：円）

7. 職員の研修の状況について（令和3年度）
　職員の消防業務等に関する基礎研修及び専門研修として、消防大学校、千葉県消防学校、救急振興財団などの救急救命士研修及び千葉県自治研修
センターなどの各種研修機関などを利用し、階層別、職務別研修などを実施しております。
　また、消防組合独自の職員研修として、人事評価者研修などを実施しております。
　更に、全職員を対象とした安全運転講習や職員の一般教養に関する研修会などを実施し、職員の消防、その他の分野における能力アップを目的とした
研修なども実施しております。

8. 職員の福祉及び利益の保護の状況について（令和3年度）

　安全責任者及び産業医、衛生管理者などを選任するとともに、安全関係者会議及び衛生委員会を開催して職員の安全と健康の確保、職場環境の
改善を図っております。
　また、職員の健康管理状態を把握し、健康障害や疾病の早期発見を行うための定期健康診断や産業医による職場巡視・健康相談などを実施して
おります。
　その他、災害現場での感染症予防のため、Ｂ型肝炎・破傷風などの予防接種を実施しております。

（１）職員の安全と健康に関する事業

（２）公務災害の発生状況
（３）千葉県市町村職員共済組合による福利厚生事業

概　　要：共済組合負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：出産費支給等保健事業、年金事務、各種福祉事業を実施

（４）千葉県市町村職員互助会による福利厚生事業
概　　要：互助会負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：千葉県市町村職員共済組合事業の補完的事業を実施

認定件数　5件

9. 千葉県市町村公平委員会の業務の状況について（令和3年度）
（１）勤務条件に関する措置要求の状況 該当なし
（２）不利益処分に関する不服申立ての状況 該当なし

情報公開制度
■ 実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況 （件）

※請求された公文書の主な内容…防火対象物及び火災に関する文書など
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

実施機関名

管理者
議会
監査委員
合計

請求件数

21
0
0
21

公文書件数

21
0
0
21

全部開示

6
0
0
6

部分開示

15
0
0
15

不開示

決定内容など

0
0
0
0

却下

0
0
0
0

取下げ

0
0
0
0

個人情報保護制度
■ 自己情報の開示請求件数と処理状況 （件）

※請求された公文書の主な内容…火災に関する文書
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

請求件数

2

公文書件数

2
開示
1

一部開示
1

不開示
決定内容など

0
不存在
0

取下げ
0

救急出動の増加に伴い、救急車の連続する出動や長時間に及ぶ現場活動が続
き、救急隊が消防署に戻れず、食事や水分補給及びトイレ休憩をとることができな
いケースがあります。
救急隊員の健康管理や精神的ストレスを軽減する

ため、必要に応じて病院やコンビニエンスストア等で
飲食物を購入し、公共施設を救急隊員の休憩場所等
として利用する場合があります。救急要請に対する出
動体制は維持しておりますので、皆様のご理解とご協
力をお願いします。

令和3年8月から行っていました八街消防署八
街南部出張所庁舎改築工事が完了しました。工事
期間中はご不便、ご迷惑をおかけしました。
今後も、地域住民の安心・安全を第一に考え、防
災拠点としての役割を十分に果たしてまいります。

休憩時の救急車内掲示物

救急隊員の飲食物の購入等にご理解をお願いします

八街消防署八街南部出張所庁舎竣工のお知らせ

令
和
４
年
４
月
２９
日
、第

３８
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

を
受
章
さ
れ
た
消
防
組
合
元

職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

★
瑞
宝
双
光
章

大
島 

立
美 

さ
ん

★
瑞
宝
単
光
章

榎
本 

武
雄 

さ
ん

叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令和3年度 情報公開制度及び
個人情報保護制度の実施状況
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消太をさがそう！ どこかに、このポーズのしょうぼうたいの消太     がかくれています。どこにかくれているかな？

〒285-8619　千葉県佐倉市大蛇町281番地　☎043（481）1206・　 sys-hp@119-sys.jp
編集発行　佐倉市八街市酒々井町消防組合消防本部企画課企画係 消太をさがそう！のこたえ

2ページのサーキット形式による消防活動技術訓練
（酒々井消防署）をするしゃしんの中にいるよ！
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